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「ベトナム戦争の戦禍からの復興の創造」
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す。アメリカ国民で嫌だと思う唯一のことは，アメリカ人は良い人だけれど
も，政治はそうではないということです。ですから，私達は，ふさわしい人
を選ばなければなりません。国内がバラバラになっていくようなことがなく，
他国に悪影響を及ぼすことにならないようにと思います。そして，あなた方
も意見をシェアするなどして，声を上げることができるのです。
そしてベトナム，カンボジア，ラオスの三つの固には，ご存知の通り，地
雷が数多く埋まっています。最近オパマ大統領がラオスを訪問し地雷処理
として，現地へ貢献すると声明を出しました。ベトナムは20年前から地雷の
撤去を手伝ってもらっていますが，ラオスでは初めてのことです。現在，そ
のようなプロジェクトが進行していること，それが重要です。
私は， 30年間，アメリカの退役軍人をベトナムに迎え入れて，一緒に働い
てもらっていますが，その時に学んだのは， PTSDのことでした。 PTSDが退
役軍人にまさに襲いかかっています。戦争中のベトナムで戦いをくり返しな
がら， l, 2年過ごすことは簡単なことではないにもかかわらず，その後，ア
メリカに帰って普通の暮らしに戻っています。
退役軍人達には，癒されるために，ベトナムに戻ることが必要で、あること
がわかりました。ベトナムに戻って，中にはベトナムに住み，ベトナム人女
性と結婚する方もいます。なぜ、なら ベトナム人は寛容で，長い間もがいて
きた彼らを受け入れる心があるのです。彼らがしたことを許し，受け入れ，
家族のように接しています。それが退役軍人たちを癒すのです。私は，人の
つながりや他者理解が一番大事だと思っています。
ベトナム戦争は 1975年に終わりましたが，それ以降もアメリカはたくさん
の戦争を行っていました。アメリカ兵士はず、っと PTSDに襲われていて，政
府にとっても傷になっています。これは社会にとって良いことではありませ
ん。戦争が終わったからと言って，それで終わりではないのです。
私は他の固でもどの社会でも PTFDの問題を抱えていると確信しています。
地震や津波，離婚など，様々なことが原因になっています。だから，私は仏
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教徒として，自分の心のなかから平和になっていく，世界平和のため，平穏
で幸せな気持ちでいられるよう膜想していますし，いつも他者への同情の気
持ちを持って愛を探し求めています。それが自分をも助けてくれます。そし
てたくさんの友人や家族を誘います。なぜ、なら全て世界は混とんとしている
からです。世界には悪いニュースばかりが溢れています。友人や家族を周り
に置き愛を探し求めることで，穏やかな気持ちになっています。もし私たち
がブッダの教えや，そしてご先祖様たちから教わるカルマを生き抜く方法を
知らなかったら。毎日を平和に生きていくのは簡単なことではありないで
しょう。
私は一人の人は砂浜のたった一粒の砂だと考えていました。どのようにま
とまったらいいのだろうか 一粒の砂に何ができるのだろうかと。わかりま
すか？もし皆さん全員が砂浜の砂なら，皆さんは，ただ立ち上がり，社会に
とって良いと思うことをしましょう。皆さんはできると思っています。
皆さんにとても感謝しております。
以上
